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表紙・図面リスト

１

１

２

３

４

５

６

７

枚の内

特記仕様書

付近見取図、配置図

A2:1/1000

A2:1/2500,1/2000

グラウンド照明柱立面図　改修後

グラウンド照明柱立面図　改修前 A2:1/50

A2:1/50

A2:1/1000

グラウンド照明柱配置図　改修後

グラウンド照明柱配置図　改修前

７

京都府立大学　グラウンド照明設備改修工事(第2期)

京都府立大学　グラウンド照明設備改修工事(第2期)

令和　　８年　　９月



○建設副産物の処理

　　　　　　　　　　　　　○再生資源利用を図るもの【　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　　　　　　　　　　　　○特別管理産業廃棄物

※監督職員事務所

　　 現場説明書による。

　グラウンド
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○コンデンサ盤 ○系統連系保護制御盤
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※工事関係書類

※履行報告

※工事写真

名　　　称

○諸官庁提出書類

○原図

内　　　　　　容

電子納品については、現場説明書による。

一

般

事

項

※完成図書

　　　　　　　　　※成形板の製造年等の確認　○Ｘ線解析法

１）｢建設発生土処理計画書」及び「廃棄物処理計画書｣を監督職員に提出する。

２）関係法令等に従い、適正に廃棄物等を処理し、｢建設発生土処理計画書」及び「廃棄物処理

　報告書｣により監督職員に報告する。

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

※設備機材等

※機材の品質・性能証明

※現場代理人

※電気工事士

※工事用電力・水その他

※官公署への手続き

※工事用仮設物

※足場・作業構台

※監督職員事務所に

　備え付ける図書

※建設副産物の処理及び

　建設発生土の処理

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するものまたは、これらと同等のものとする。

　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。また、〔グ〕印は「京

都府庁グリーン調達方針◆ 」（以下、「グリーン調達◆」という。）の特定調達品目を示す。

　使用する機材が、（一社）公共建築協会発行の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設

備機材等評価名簿（最新版）」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第１編第１章

第４節１．４．２（２）の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略することが

できる。

　ただし、標準仕様書に規定される製作図・試験成績書等は除く。

　本工事の施工に当たっては、請負契約書第１０条に規定する現場代理人は、主任技術者又は監

理技術者と同様、受注者との直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任する。

契約電力５００ｋＷ以上の場合も、第１種電気工事士による施工を行う。

本工事に必要な工事用電力・水などの費用は、引き渡し時まですべて受注者の負担とする。

官公署等への手続きは速やかに行い、それに要する費用は、すべて受注者の負担とする。

構内につくることが　※できる　　○できない

別契約の関係者・受注者が定置したものは、無償で使用できる。

※設置しない　　　　　○設置する　（○本工事　　○別途）

下記の図書を監督職員事務所に備え付ける。

　・公共建築工事標準仕様書( 電気設備工事編) 　　・公共建築設備工事標準図( 電気設備工事編)

　・電気設備工事監理指針　　　　　　　　　　　・電気設備工事施工チェックシート

　　　　　　　　　　　　　○引き渡しを要するもの　【　　　　　　　　　　　　　　　　】

　 右記のほか、

○建設発生土処分

　　 現場説明書による。

　 右記のほか、

　　　　　　　　　　　　　○構外指定地に搬出処理　　※( 一財) 城陽山砂利採取地整備公社

再生資源利用（促進）計画・実施書の提出

　　　　　　　　　　アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項　　施工調査

　　　　　　　　　について行う。調査結果は図面により記録し監督職員に提出する。

　　　　　　　　　・アスベスト成形板使用部位の確認

　　　　　　　　　・アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

　　　　　　　　　・アスベスト成形板使用数量の確認

　　　　　　　　　・施工範囲等の確認

　　確認範囲

　　処理方法　　　　　　　　　※非飛散性アスベスト廃棄物の取扱いに関する技術指針」に従いあらかじめ

　　　　　　　　　　処理計画書を作成し、適切に解体処分等を行うこと。

　　　　　　　　　　　　　　○ＰＣＢ使用機器　　○ＳＦ６ガス使用機器　　○
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章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

金文字製本

保守指導案内書（機器取説書を含む）

機器性能試験成績書・保証書・施工の試験成績書

副　　本

完成図

機器製作図　　　　　　　　　　　　ファイル止め

　当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に

委譲するものとする。

標準仕様書によるほか、別表１による。

※著作権等

※付属品及び予備品

○耐震施工 １）設備機器の固定は、国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修の

○工事範囲

○電気方式

○配電盤形式

○監視方式

○基礎

○付属品等

○その他

○換気扇を設ける場合は回転センサ付とする。（盤面警報ランプ共）

○盤内照明器具はＬＥＤとする。

○低圧配電盤に内部点検空間を設ける。（幅６００ｍｍ以上・高さ１，８００ｍｍ以上）

○低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。

○低圧配電盤の配線用遮断器は取付け板組込形で埋込形とする。

　盤内に予備限流ヒューズを収納する。

○本工事　　　○別途工事　　　○既設

○警報盤による代表監視　　　　○中央監視制御装置による監視

２）ダイヤル温度計は、最高温度指針付とする。

○低圧スイッチギア（○　ＣＸ形　　○　ＣＳ形　　○　ＣＷ形　　○　ＦＷ形）

○高圧スイッチギア（○　ＣＸ形　　○　ＣＷ形　　○　ＰＷ形　）

○変圧器盤

○屋内キュービクル式配電盤　　　○屋外キュービクル式配電盤　　　○開放形配電盤

○配管　　　○配線　　　○機器取付
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大きさ

Ａ４版

Ａ４版

部　数

１　部

１  式

１  部

○変圧器の規格 〔グ〕 １）変圧器（スコット結線変圧器、モールド変圧器でＨ絶縁材料を使用するもの、一次電圧が

　低圧または特別高圧のものを除く。）は、グリーン購入法による特定調達品目の判断基準を

　満たすものとする。

　　○三相３線式　　　Ｖ　　　　○三相４線式　　　Ｖ／　　　Ｖ

低圧　　　　○三相３線式２００Ｖ　　　　○単相３線式１００Ｖ／２００Ｖ

高圧　　　　三相３線式　６ｋＶ

建物名称 
　工事科目

　 医療関係設備

　電気設備工事特記仕様書　№１

　 　 　 　   　 　 　 < h t t p : / / www. p r e f . k y o t o . j p / e i z e n / i n d e x . h t ml >◆京都府ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ参照

営繕工事契約関係提出書類書式集◆一覧表により提出。

　 　 　 　 　 　 　 　 < h t t p : / / www. p r e f . k y o t o . j p / z a i s a n / k a n k y o . h t ml >◆京都府ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ参照

 　電灯設備

　 動力設備

　 雷保護設備

　 受変電設備

　 電力貯蔵設備

　 発電設備

　 構内情報通信網設備

　 構内交換設備

　 情報表示設備

　 映像・音響設備

　 拡声設備

　 誘導支援設備

　 テレビ共同受信設備

　 監視カメラ設備

　 駐車場管制設備

　 防犯・入退室管理設備

　 火災報知設備

　 中央監視制御設備

　 構内配電線路

　 構内通信線路

　 電波障害調査

　 撤去工事

○甲　○乙

備　　　考耐震安全性の分類消防法令別表第一延床面積( ｍ２)階　　　数構　　　造建　物　名

　２　特記事項

　　　　項目及び特記事項は、●印をついたものを本工事に適用する。ただし、●印のない場合は、※印を適用する。

　　２）工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面及び標準仕様書による。

　　１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（電気設備

　１　一般事項

【特記事項】

　３　工事科目 ●印をついたものを適用し、各一式とする。

【工事概要】

　２　建物概要

　１　工事場所

　　　　　　　　　　　　　○構内指示場所に敷き均し

　「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」により計算を行い、監督職員に報告し承諾を

２）下記の設計用水平震度（ＫＨ）により、機器製作固定を行う。

注１　耐震安全性の分類が甲類の建物は特定の施設、乙類の建物は一般の施設を適用する。

注２　屋外に設置する機器は、建物の耐震安全性の分類に準じる。ただし、敷地内に甲類の建物

　　　と乙類の建物が混在する場合は、特定の施設を適用する。

注３　（　　）内の数値は、防震支持の機器の場合に適用する。

注４　設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１／２とする。

注５　上層階の定義は、６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上階２階。

　　　　○配電盤　　　　○直流電源装置　　　○自家発電装置　　　○交換機

　　　　○電算用電源　　○中央監視装置　　　○ＵＰＳ装置　　　　○自動火災報知装置

水　　槽 水　　槽

1 . 5

1 . 0

1 . 0

○一般の施設○特定の施設

2 . 0

1 . 5

1 . 5

上層階、屋上及び塔屋

中　　　 間 　　　階

１ 階 及 び 地 下 階

設  置  場  所

設  置  場  所

上層階、屋上及び塔屋

中　　　 間 　　　階

１ 階 及 び 地 下 階

○特定の施設 ○一般の施設

重要機器 一般機器

 1 . 0 ( 1 . 5 )

 0 . 6 ( 1 . 0 )

 0 . 4 ( 0 . 6 ) 0 . 6 ( 1 . 0 )

 1 . 0 ( 1 . 5 )

 1 . 5 ( 2 . 0 ) 1 . 5 ( 2 . 0 )

 1 . 0 ( 1 . 5 )

 0 . 6 ( 1 . 0 ) 1 . 0 ( 1 . 0 )

 1 . 5 ( 1 . 5 )

 2 . 0 ( 2 . 0 )

重要機器 一般機器

寸　法

接　続

アンカーボルト

盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。

電動機への接続は、本工事とする。

アンカーボルト及びナットは、下記による。

　その他　　　　　（○一般品　　　　○　　　　　　）

○樹脂製　　　○金属製（○新金属製　○ステンレス製）

○樹脂製　　　○金属製（○新金属製　○ステンレス製）

○フラッシュプレート

○電線管 電　 線　 管

最上階の埋込配管

○予備配管

○ボックス 樹脂管で配管する場合は、合成樹脂製ボックスを使用する。

○ねじなし電線管

１）雨線外及び湿気の多い場所または水気のある場所に使用する露出電線管

　最上階のスラブでモルタル防水及び樹脂防水の場合、埋込配管は避けるの

を原則とする。

下記の露出配管は塗装（指定色塗装）を行う。

２本天井内まで立上げる。ケーブルラックの床の防火貫通部に（５１）を１本以上立上げる。

の承諾を受けて変更することができる。

　相当を越えるものは、コンクリート埋設配管を行わない。

　は、厚鋼電線管とする。

　分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は監督職員

　分電盤の予備の配線用遮断器が４個以下の場合（２５）を１本、５個以上の場合（２５）を

その他

和　室

○ＰＦ管　ただし、露出部分は鋼製電線管とする。

　　　　　とする。

　　　　　分電盤等の２次側で第１ボックスまでは( ※鋼製電線管 ○ＰＦ管)

１）特記なきものは、ＥＭ－ＩＥとする。

３）長さ１ｍ以上の通線を行わない配管には、導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。

ＥＭ－アクセスフロア

ＥＭ－ＭＥＥＳ

ＪＣＳ４５０２（６００Ｖアクセスフロア用耐燃性ポリエ

チレンシースケーブル）による６００Ｖアクセスフロア用

ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル（

ＥＭ－ＥＥ）及び６００Ｖアクセスフロア用架橋ポリエチ

レン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル（ＥＭ－ＣＥ）

を示す。

ＪＣＳ４２７１に準じ、絶縁材及びシースにＪＣＳ規格に

よるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

２）ＥＭ電線、ＥＭケーブルで標準仕様書に規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含ま

　ない材料で構成されたものとし、次の記号及び仕様による。

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分

　Ｖｏ（○３０　○３２　○３４）　　地表面粗度区分（○Ⅰ　○Ⅱ　○Ⅲ　○Ⅳ）

　

○風圧力（耐風力）

○風圧力に対する性能

　建築基準法施行令第８７条に定めるところによる風圧力（耐風力）検討（計算）書を監督職員

に提出する。なお、検討（計算）範囲には、それぞれの取付部分を含めるものとする。

２）スラブ厚の１／４を越える外径の配管及び（ＰＦ２２）又は（Ｅ２５）

○床配線器具等 床用配線器具の形式は以下による。（図面特記のあるものを除く。）

　二重床　　　※インナー形　〇飛び出し形　〇内部固定形　〇外部固定形

　二重床以外　※飛び出し形　〇引出し形　　〇内部固定形　〇外部固定形

　　（フロアベースは水平高低調整式（空転防止リング付）　※砲金製　〇アルミ製とする。）

注７　操作卓は本体を床又は壁にアンカーボルトで固定できるように固定金具を備えたものと

　　　し、卓上機器は、転倒防止用の措置を講じたものとする。

○あと施工アンカー 施工後確認試験　○行う　○行わない　

　　　試験方法　引張試験機による引張試験とし、国土交通省大臣官房官庁営繕部の公共建築

　　　　　　　　改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成三十一年度版）「８．１２．７ 施

　　　　　　　　工確認試験」による。

　　　確認強度　監督職員との協議による。

雷
 
保
 
護
 
設
 
備

三相可変性電動機用インバータ装置の規約効率は、次表の値以上とする。

動
　
　
　
　
力
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

○配管　　○配線　　○機器取付

○監視方法

○ＲＰ又はＭＰ形照明

　器具

○非常用照明の形式

○フロアコンセント

○照明用ポール

○分電盤等

○工事範囲

○電気方式

○制御盤

○インターロック

○インバータ装置の

　規約効率

○工事範囲

○保護レベル

○受雷部システム

○接地システム ○Ａ型接地極（○板状接地極　　○垂直接地極　　○放射状接地極）

○Ⅰ　　　○Ⅱ　　　○Ⅲ　　　○Ⅳ

○配管　　　○配線　　　○機器取付

　　　　　２）インバータ効率は、１００％負荷時の値とする。

　　備考）１）電動機の供給電圧は１００Ｖ又は２００Ｖとする。

○警報盤による代表監視　　○中央監視制御装置による監視

分岐　　　○三相３線式　　２００Ｖ　　　　○

幹線　　　○三相３線式　　２００Ｖ　　　　○

実施

○開閉器を設ける( ○配線用遮断器○カットアウトスイッチ) 　　○開閉器を設けない

１）本工事の分電盤、ＯＡ盤、実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器及び漏電遮断器の寸法は、

○引出し形　　○飛び出し形　　○内部固定形　　○外部固定形　　○ＯＡフロアー用

○電池内蔵形　　　　○電池別置形

されている場合は、ＳＵＳを適用する。

　標準図において、防雨形または防湿形の器具本体の材質に、ＳＵＳを含む複数の材料が適用

突針支持管　　　○鋼製　　　○ステンレス製

○Ｂ型接地極（○環状接地極　　○網状接地極）　

　ＪＩＳ Ｃ ８２０１-２-２「漏電遮断器」、同付属書ＪＣ「電灯分電盤用協約形漏電遮断器」、

　ＪＩＳ Ｃ ８２０１-２-１「回路遮断器」、同付属書ＪＣ「電灯分電盤用協約形回路遮断器」、

○構造体利用接地極（構造体底盤部の大地抵抗率測定のための大地抵抗率測定用補助接地極を　

　　　　　　　　　　〇設ける　○設けない）　

　による１極サイズのものとする。

２）ＳＰＤ分離器（配線用遮断機）は

３）ＳＰＤ分離器は、監督職員の承諾を受けて、ＳＰＤ内蔵とすることができる。

（○警報接点付　○警報接点無）とする。

１）制御回路に用いる変圧器は絶縁変圧器とする。

２）インバータ発熱対策用冷却装置を扉面に取り付けた場合、開扉時に冷却装置を休止させる。

３）インバータ発熱対策用冷却装置の故障を盤面に表示（○させる　○させない）

空調機を停止させる。

　自動火災報知設備の受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して、制御盤で

 電 動 機 出 力 （ kW ）

 ｲﾝﾊﾞｰﾀ効 率 （ % ）

 ｲﾝﾊﾞｰﾀ効 率 （ % ）

 電 動 機 出 力 （ kW ）

0 . 4

86 . 0

0 . 75

88 . 5

1 . 5

92 . 0

95 . 5

2 . 2

93 . 0

95 . 5

3 . 7

94 . 0

95 . 5

5 . 5

94 . 0

95 . 5

7 . 5 11

15 18 . 5 22 30 37 45

95. 0 95 . 5

○はつり

○再使用機器

○照明制御による効果の

　評価

○照明制御装置　〔グ〕

○多重伝送制御システム

○ＬＥＤ制御装置の種類

多重伝送制御システムの設定は、監督職員の指示による。システム設定器を附属させる。

照明制御装置の各センサー設定は、監督職員と協議する。センサー設定器を附属させる。

２）復旧はモルタル補修までとする。

共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

　を使用する。

下記の機器内配線及びケーブルには、ＥＭ電線及びＥＭケーブルを使用する。

ただし、高圧主回路配線はこの限りでない。

　○キュービクル式配電盤　　　○直流電源装置

　○交流無停電電源装置（ＵＰＳ）（簡易型を除く）

１）既存のコンクリート床・壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッター

　取り外した上再使用する機器は、清掃し絶縁抵抗測定の上取付ける。なお照明器具等の見え

掛かり部分は、洗剤を使用するなどして、十分に清掃する。

屋外の盤類・開閉器箱

屋外のプルボックス

○ＳＵＳ　　　　○鋼板製

幹線　　　○単相３線式　　１００Ｖ/２００Ｖ　　　○直流２線式　１００Ｖ

　　　　　○直流２線式　　　１００Ｖ

　図面特記があるものを除き、ＬＥＤ照明器具の制御装置の種類は、調光信号線が接続された器

具にあってはＬＸ又はＬＺ、それ以外はＬＮ又はＬＪとする。

94 . 5 94 . 5

95 . 5 95 . 5

55 75

　〇風力発電装置　　○テレビ共同受信用アンテナ及びアンテナマスト　　○

　○受雷部システム及び引下げ導線システム　　　　○太陽光アレイ及び接続箱

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　・公共建築改修工事標準仕様書( 電気設備工事編)

　・建築設備耐震設計施工指針　　　　　　　　　・工事写真撮影ガイドブック電気設備工事編

○アスベスト成形板の処理等（以下のほか、現場説明書による）

１）国土交通省大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領（最新版）」による。

２）工事完成時、整理の上、１部提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇

注６　重要機器（水槽類含む）は、下記による。（水槽類にはオイルタンク等を含む。）

○屋外（○屋上を除く）　○屋内居室　○屋内ＰＳ･ＥＰＳ　○屋内機械室・電気室　〇廊下

　一般社団法人日本照明器具工業会技術資料１３０「照明制御装置による消費電力削減効果の評

価手法」により、消費電力削減効果の評価を行い監督職員に提出する。

　ＯＡ盤の端子盤部に　○通気口　○冷却ファン　を設ける

枚の内

設　計　番　号 設計年度

工
事
名

図
名

図　　番
1/100 43210 5m 0 1051/300 15m 1/500 20151050 25m

詳細は現場説明書による。

　　得る。

３）小黒板情報電子化については、現場説明書による。

京都市左京区下鴨半木町1-5

改修　 29687. 08

　 グ ラ ウ ン ド

●

●

月報　※１部　　毎月末に〆め、翌月の５日までに提出する。

●完成図

●機器完成図等 １　部

●完成写真 １  部

●電線類

●電線本数、管路等

●機器内配線等

　○分電盤　　　○ＯＡ盤　　　○実験盤　　　●開閉器箱　　　○制御盤

●その他

●ＳＵＳ　　　　○鋼板製

●機器

　屋外・多湿室等　（○溶融亜鉛メッキ　　　●ＳＵＳ）

○配管　　●配線　　●機器取付●工事範囲

●電気方式

●一般照明の照度測定 ●する　　　○しない

京都府立大学事務局総務課

Ｋｙｏｔｏ　Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒａｌ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

№

特記仕様書

１

７

〇完成図

京都府立大学　グラウンド照明設備改修工事(第2期)

●施工図

●背貼り製本（Ａ２版、Ａ３縮小版）○Ａ４ファイル止め

●背貼り製本（Ａ２版、Ａ３縮小版）○Ａ４ファイル止め

各１部

各１部

全館無人改修

　　　　工事編）令和７年版」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）令和７年版」

　　　　（以下、「標準図」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版」による。

令和　　８年　　９月

分岐　　　○単相２線式　　○１００Ｖ　　　●三相３線式２００Ｖ（低圧配電盤）



入口

ベンチ

京都府職員
研修所

Ｎ

植物園駐車場

民有地

下
鴨
中
通
り

京都府立植物園

配置図　1：2,000

賀茂川

本館

正門

１号館５号館

クラブボックス
クラブボックス

２号館

桂会館

６号館

３号館

旧演習林本部棟

ＲＩ共同実験室 水理実験室

テニスコート

７号館

大学会館

ｸﾗﾌﾞﾎﾞｯｸｽ

第２体育館

体育館

府立大学グラウンド

京都学・歴彩館

教養教育共同化施設

（稲盛記念会館）

地　園　川

昆虫
飼育室

植物生理
実験棟

大乗寺

8
,4
5
0

凡例

：工事場所を示す

賀

茂

川

地下鉄北山駅

総合資料館

京都コンサート
ホール

下
鴨
中
通
り

工事場所：京都市左京区下鴨半木町1-5

付近見取図　1/2,500

北山通

北大路通

凡例

：敷地出入口を示す

：改修対象エリア出入口を示す

：改修対象エリアを示す
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京都府立大学事務局総務課

Ｋｙｏｔｏ　Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒａｌ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

付近見取り図・配置図
A2:1/2500

A2:1/2000

縮
尺

№３

７

京都府立大学　グラウンド照明設備改修工事(第2期)

令和　　８年　　９月
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枚の内Ver.R04（R05.02）

A2 594×420

A2:1/1000

WC

キュービクル

照明操作盤

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｎ

(Ｐ－１)

(Ｐ－２)

(Ｐ－３)

(Ｐ－４)

(Ｐ－５)

(Ｐ－７)

(Ｐ－８)

Ｐ(Ｐ－６)

グラウンド照明柱配置図　改修後

４

７

今回工事対象外

今回工事対象外

今回工事対象外

今回工事対象外

京都府立大学　グラウンド照明設備改修工事(第2期)

令和　　８年　　９月
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枚の内Ver.R04（R05.02）

A2 594×420

A2:1/1000

WC

キュービクル

照明操作盤

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｎ

(Ｐ－１)

(Ｐ－２)

(Ｐ－３)

(Ｐ－４)

(Ｐ－５)

(Ｐ－７)

(Ｐ－８)

Ｐ(Ｐ－６)

グラウンド照明柱配置図　改修前

５

７

京都府立大学　グラウンド照明設備改修工事(第2期)

今回工事対象外

今回工事対象外

今回工事対象外

令和　　８年　　９月



（１基あたり）

名　称

照明ポール装柱リスト

型　　番 備　考

グランド照明盤

(BDCJ3518N9)

マウンド照明

開閉器盤結線図

SW

30/30A

R-MCB

3φ-3WC

殺虫器

主照明

1φ-2W

主照明

50/20A

ELB2P

3φ-3W

R-MCB

殺虫器

50/20A30/30A

C

ELB2P

開閉器盤結線図

1φ-2W

R-MCB

30/30A

再利用

開閉器盤

グランド照明盤

再利用１

１

１

再利用または存置

存置

再利用

１

４

５

ＹＫ０５０８１

４

投光器取付台 ２

１５－２２－１，５００

電撃殺虫器

（ヨシモト）

ＹＦ２２４７４

１電柱

１

２

２

２

２

１

ＹＫ０５０８８

ＹＫ０５０８４

安定器取付台

ＹＫ２２８１１

取付台バンド ＹＫ０５０８０

投光器取付台

取付バー ２

投光器取付架台 Ｓ８

２

自在バンド

２

備　考名　称 P-1 P-2 P-3 P-4 計P-7 P-8P-5 P-6

新設リスト

投光器　中挟角配光タイプ

記号

ア

イ 投光器　挟角配光タイプ マウンド照明

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ(SUS) 150×150×100

照明器具参考姿図

ア

電源ユニット内蔵、中狭角配光タイプ

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

アーム：鋼材（溶融亜鉛メッキ）、ハンドル：ステンレス

公共施設型番　ＬＰＪ１Ｎ-５００

イ

電源ユニット内蔵、狭角配光タイプ

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

アーム：鋼材（溶融亜鉛メッキ）、ハンドル：ステンレス

重耐塩害仕様、保護等級：ＩＰ６５、耐風速６０ｍ／ｓ、質量：１３．４ｋｇ

ＬＥＤ投光器　マルチハロゲン灯Ｓタイプ１０００形　中挟角配光

ＬＥＤ投光器　マルチハロゲン灯Ｓタイプ１０００形　挟角配光

９００

開閉器盤

１，２００φ

コンクリート

電撃殺虫器

コンクリート柱

６５０

Ｅ５．５φ

６５０

ＶＶＦ１．６－２Ｃ　Ｅ１．６（１９）

投光器取付架台

Ｄ種

（ケーブル）

ステンレス自在バンド

１５０×１５０×１００ＷＰ

６
０

０
２

，
１

０
０

グランド照明盤

開閉器盤　裏側

ＥＭ－ＣＥ３．５－３Ｃ　Ｅ２．０（３１）

ＥＭ－ＣＥ３．５－３Ｃ×２　Ｅ２．０（３１）

投光器

８
０

０

開閉器盤及びグランド照明盤内のブレーカー～プルボックス

電線管は再利用とする。

プルボックス～投光器

ＶＣＴ３．５－３Ｃ　Ｅ２．０

２７５０

１
２
，

１
８

８

P-1

ア×４

主照明
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Ver.R04（R05.02）

A2 594×420

枚の内
A2:1/50グラウンド照明柱立面図　改修後

マウンド照明

ア×２

主照明

イ×２

イ×２

マウンド照明

４

４

６

７

ア×６

P-1 P-3,P-5,P-6

４

６

１ １ １ １

６ ６ ６ ２４

P-1

P-3,P-5,P-6

P-3,P-5,P-6

（P-1のみ）

Ｐ－３,５,６

Ｐ－１

京都府立大学　グラウンド照明設備改修工事(第2期)

光束６９０００ｌｍ、消費電力４１０Ｗ、電圧２００～２４２Ｖ

参考品番　パナソニック　ＮＹＳ３０５２７ＫＬＥ２

重耐塩害仕様、保護等級：ＩＰ６５、耐風速６０ｍ／ｓ、質量：１２．９ｋｇ

落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ｋＶ

令和　　８年　　９月

光束６９０００ｌｍ、消費電力４１１Ｗ、電圧２００～２４２Ｖ

落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ｋＶ

本体：アルミ、前面パネル：ポリカーボネート（透明）

本体：アルミ、前面パネル：ポリカーボネート（透明）
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ブレーカーから投光器までの配線は撤去、
開閉器盤及びグランド照明盤内の

電線管は再利用とする。
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京都府立大学　グラウンド照明設備改修工事(第2期)
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（P-1のみ）

令和　　８年　　９月


